
４　 命を救う（応急手当法） 

の でも でも を け に も

なく ま ん。 の が できたら、

の人の の が しでも ら ような けを

いましょう。

の は の人の を う です。

の けが が しないような てを します。また後 な

どが らないような てを います。

の の てを え で かどうか 全を します。

力 を す くにい 人に を けて ってもらえ よう みます。

の は か は か

の中に が まった していないか はしてい か

した の から す てを います。

してい

がない をよ 。 を す もってきてもらう

をしていない 人 を う の中を にしてから

災 には をした の てを した す 人がで が ま

す。そ の に て、 な をす によって、その後の 復が

ま 、 を に なが ます。

い いう のために、さま まなけが の に いて ましょう。 に

などを いて、 を した を う も です。

○ の

○ の
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を にす 。 で う

を な で めに さえ 。

なら を して に ないようにす

を さえ 。 きな の 。 を 考に
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を て を後 に ら 。

の を まんで を

けて が くら まで を き 。

き んだ後に を して が っ

てい かどうか す 。

に して が か が

す まで け 。

を す 。

くの人に を

す ように いて 。

を して、 してない

した は、

を う。 に くらい

の に を てて、

くらい さで し

ましょう。

人 は に て う。

が っても のない きは

復の を ようにす 。

人

後
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の の 、 に てはま を考えましょう。

なたの の はど に ますか。 さ てい を きましょう。

の が 人がいたら に を け きでしょうか。

また、どのようにして を みますか。 なたの考えを きましょう。

○ た を めよう

1

2

3

が の に てい

なたは いてま を かめた。 には

が がいます な ではない した。

に を かめた。そのために の で

ですか を けてみた。 がない。 の に いらしい

人がいない。

なたは を した。

中 の後 が ってく になった。

は をして くので後 には

が の 関 くに から ってきて。そして

で を て に して んだ。

は に を けながら を して を った。

に 力 が かったのでその人には を い

した。 は 力の が しいので しながら の を っ

て き した。

を け

の
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